
【専門科目領域/専門科目群/看護の基本】 
科目名 ナンバリング 区分（必修・選択） 単位数 履修年次 開講学期等 

看護技術到達演習 NSP44＿001 必修 2 4 通年 

担当教員 研究室 電子メール ID オフィスアワー 

須田 由紀 他 305 yuki.suda 水曜日 12:10～13:00 

授 業 の 目 的 ・ 概 要 

看護技術は、看護の専門知識に基づいて、看護の対象となる人の安全・安楽・自立を目指した行為で

ある。卒業時に到達する技術の「看護師教育の技術項目と卒業時の到達度」を参考に、４年間で学ん

だ知識・技術・態度を対象者への安全・安楽・自立に向けた援助行為につなげられるように実技を通

して再確認することを目的とする。 

授 業 形 式 ・ 方 法 
☑対面授業 
□遠隔授業(双方向型) 
□遠隔授業(自主学習) 

☑講義 ☑演習 
□実習 □実技 

□PBL     □反転授業   ☑ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ 
☑ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ   ☑ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ  □実習・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 
□その他 （                   ） 

学 習 上 の 助 言 
これまでに身につけた知識・技術・態度を振り返り、看護専門職としての実践力を養うために、主体

的に行動・学習すること。 

教 科 書 
これで完璧看護師国家試験必修過去問全問解説集第116回（2027年実施）対策 / 編 さわ研究所 / 2

026 

参 考 書 
クエスチョン・バンク 看護師国家試験問題解説 / 編 医療情報科学研究所 / 最新版（4月～5月に発

売される）等の自分に合った看護師国家試験問題集を必ず購入すること。 

外 部 教 材 特になし 

学生が達成すべき行動目標 関連卒業認定・学位授与方針 

① 
これまでに修得した知識・技術をもとに、看護専門職として求められる態度を身につけ

ることができる 
NS(1)~(5) 

② 看護専門職に求められる知識・技術を再確認する中で、看護実践力を養うことができる NS(1)~(5) 

授  業  計  画 

回 学習内容等 授業方法 学習課題・学習時間（時間） 

1 オリエンテーション・今後の学習計画立案 講義・演習 
1 年後の自分がどうありたいかイ

メージを膨らませ講義に臨むこと 
１ 

2 これまでの知識・技術を活かした国試問題演習 講義・演習 
これまでに学習してきた各看護学

の看護技術について復習する 
１ 

3 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

4 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

5 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

6 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

7 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

8 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

9 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

10 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

11 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 
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12 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

13 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

14 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

15 前半の学習の振り返りと今後に向けて 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

16 後半の学習計画の見直しと今後に向けて 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

17 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

18 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

19 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

20 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

21 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

22 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

23 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

24 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

25 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

26 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

27 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

28 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

29 各看護学分野別の講義・演習 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

30 国試に向け学習計画の見直しと今後に向けて 講義・演習 講義に関連した課題を行う １ 

試 最終試験      
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達成度評価 

総合評価割合（％） 
試験 レポート 成果発表 ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ その他 合計 

90 0 0 0 10 100 

総
合
力
指
標 

知識・技術力 60 0 0 0 0 0 

思考・推論・創造する力 30 0 0 0 0 0 

協調性・リーダーシップ 0 0 0 0 0 0 

発表・表現伝達する力 0 0 0 0 0 0 

コミュニケーション力 0 0 0 0 0 0 

取組みの姿勢・意欲 0 0 0 0 10 10 

問題を発見・解決する力 0 0 0 0 0 0 

評価のポイント 
フィードバックの方法 

評価方法 行動目標 評価の実施方法と注意点 

試験 

① ✓ 

最終試験：90 点 
講義または teams でフィ

ードバックする。 

② ✓ 

③  

④  

⑤  

⑥  

レポート 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

成果発表 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

その他 

①  ✓ 

講義・演習への取り組み姿勢：10 点  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

備   考 

他 担 当 教 員 各看護学の教員が担当する。 

教 員 の 実 務 経 験 科目を担当する教員は臨床および教育に関する豊富な経験を有している。 

実践的授業の内容 
看護職者としての経験を活かし具体的な事例や場面を交えながら、学生が想起できるように講義・演習

を行う。 

そ の 他 

・オリエンテーションで注意事項等について説明するので、必ず参加すること。  

・毎回の講義での学びを積み上げ、学習目標を達成するという科目の特徴があるため、遅刻・欠席は、

減点対象となる。 

・講義日程が変更になる場合がある。 

 


